
石川県立小松高等学校

主担当 実現状況の達成度判断基準 最終評価 分析（成果と課題）及び次年度の対応

教務課

各教科

各学年

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

ＳＳＨ

各教科

各学年
教務課 Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　４０％未満である

ＳＳＨ
進路指導課

各教科
各学年

Ａ　６０％以上である

Ｂ　５０％以上である

Ｃ　４０％以上である

Ｄ　３０％未満である

ＳＳＨ
進路指導課

各教科 Ａ　９０％以上である

各学年 Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

教務課

各教科

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

学校関係者評価委員会の評価
課題研究発表会では、全生徒が研究の成果を発表して、成果物としてポスターを作ることが、表現というコミュニケーションによって成立してい
る。成果発表会では、ＩＣＴの活用や教科を超えた授業をされている。

③

全体では昨年度より２ポイント、さらに前期より１ポイン
ト上回り88％という結果となった。今後も、予習だけでな
く復習を含めた学習サイクルが確立するよう引き続き指導
を行いたい。

② オンラインでの学習環境を有効
に活用し、「探究力」育成に重
点をおいた授業を展開する。そ
の際、生徒に対してオンライン
学習の意図について十分な説明
を行う。

授業において、「探究力」を身につけるためにオ
ンライン学習を「有効に活用することができた」
（「有効だった」の回答のみ）と考える生徒の割
合が

後期学校評価結果

授業において、「探究力」
を身につけるためにオンラ
イン学習を有効に活用する
ことができたと考えた生徒
の割合が
 
　　　６６．５％（Ｂ）

「探究力を身につけるためにオンライン学習をうまく活用
できた」と感じた生徒は 66.5％で、多くの生徒がオンライ
ンの環境を学びに役立てられたと前向きに受け止めている
ことが分かる。一方で、約３割の生徒は十分に活用できな
かったと感じており、学習環境やＩＣＴの扱いに慣れてい
ないことに加えて、教員側の工夫として、オンラインでの
探究活動の進め方を分かりやすく示したり、生徒がつまず
きやすい場面をサポートしたりするなど、授業づくりや支
援の仕方に改善の余地があると考えられる。

令和７年度　学校評価（自己評価）最終評価報告

重点目標 具体的取組

１ 学びのある学校

・学習習慣の確立に向けた指導や
学力層・個に応じた学習指導によ
り、上級学校進学のための学力を
保障をする。

・授業において、ＧＩＧＡスクー
ル構想を踏まえ一人一台端末の効
果的な活用や主体的、対話的で深
い学びの視点からの授業改善に努
め、思考力・表現力やコミュニ
ケーション能力の伸長を図る。ま
た、課題を発見し、主体的・協働
的に考え、課題を解決することが
できる探究力を育成する。

・相互授業参観や研究授業の実
施、各種研究会への参加など、研
修・研究に積極的に取り組み、教
職員の授業力の向上を目指す。

① 予習を中心とする主体的な学び
のサイクルを身につけさせると
ともに、基礎力の定着及び応用
力・活用力等の育成を図る。

予習を重視することにより、主体的に深く考えて
学習する習慣が身についていると自己評価する生
徒の割合が全体の

後期学校評価結果
予習を重視し、主体的に深
く考えて学習する姿勢が身
についている生徒の割合が

　　　　８８％（Ｂ）

⑤ 研究授業等を通して、教員自ら
が教科指導力を高め、授業の質
的向上を図る。

生徒の一人一台端末（ChromeBook）を効果的に活
用することで、自らの授業を改善することができ
たと自己評価する教員の割合が

後期学校評価結果

私はＩＣＴの活用を工夫す
ることで授業改善につなげ
た
　　　　９０％（Ａ）

私はアクティブラーニング
の手法を積極的に取り入れ
ている
　　　　８８％（Ｂ）

ＩＣＴ活用によって授業改善につなげている教員、またＡ
Ｌの手法を積極的に取り入れていると回答した教員の割合
が前期よりも２～３ポイント下がった。授業改善の方法は
ＩＣＴ活用以外にもあり、「アクティブラーニング」とい
う表現が公式文書上は現在使われていないことも影響して
いるのかもしれない。次年度はアンケート項目の文言を変
えることを検討したい。
また、次年度も相互授業参観等の取り組みのしかけを工夫
して、さらなる授業改善ができる環境整備をはかりたい。

生徒の具体的活動を評価するパ
フォーマンス評価をさらに充実
させ、学校設定科目や課題研究
における探究活動でルーブリッ
クを作成し、それを用いた評価
を行う。生徒が自身のフィード
バックに有効に活用できるよう
に改善するとともに、ルーブ
リックの評価内容を生かせるよ
う、具体的な活用方法を生徒へ
提示する。

「課題研究発表会」において、ルーブリックが自
身のフィードバックに「有効に活用された」
(「有効だった」の回答のみ）と考える生徒の割
合が

年度末に調査する
（アンケート形式）

「有効に活用された」（有
効だったの回答のみ）と考
えた生徒の割合が

　　　２２．３％（Ⅾ）

課題研究発表会において、ルーブリックによるフィード
バックにおいて肯定的な回答をした生徒は70%であったが、
「有効だった」と評価した生徒は 22.3％ にとどまった。
この結果は、ルーブリックが学習改善に十分結びついてい
ない可能性を示しており、活用方法の理解や指導の在り方
に課題があることがうかがえる。今後は、ルーブリックの
見方や使い方をより明確に伝え、生徒が主体的に改善へつ
なげられる仕組みづくりが求められる。

④ 課題研究を通じて、生徒に主体
的・協働的に課題を解決するこ
とができる探究力をつけさせ
る。

２年生、３年生の文系において、課題研究を通し
て「探究力がついた」と考える生徒が

年度末に調査する
（アンケート形式）

「探究力がついた」と考え
た生徒の割合が

　　　６４．０％（Ⅾ）

「探究力がついた」（「やや探究力がついた」は含まな
い）と考えた生徒の割合が64.0％にとどまり、探究活動の
目的やプロセスの理解不足、探究活動の質に課題があると
考えられる。次年度は、探究プロセスの可視化、自己評価
ルーブリックの活用に加え、人文科学系の研究における
データサイエンスの活用を図り、研究の質を向上させてい
きたい。

上記の評価結果を踏まえた今後の改善策
普段の授業でも、探究力や課題発見力を重視しており、課題発見型授業を精査して探究力につながるように、従来の教師主導の授業から主体的な授
業への改善を引き続き行っていきたい。

1 ページ



石川県立小松高等学校

主担当 実現状況の達成度判断基準 最終評価 分析（成果と課題）及び次年度の対応

進路指導課

教務課

各学年 Ａ　１９２人（６０％）以上である
ＳＳＨ Ｂ　１６０人（５０％）以上である

Ｃ　１４４人（４５％）以上である

Ｄ　１４４人（４５％）未満である

Ａ　７０人以上である

Ｂ　６０人以上である

Ｃ  ５０人以上である

Ｄ  ５０人未満である

生徒指導課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

生徒指導課

教育相談室

各学年 Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

生徒会課

部同好会顧問

Ａ　６５％以上である

Ｂ　５０％以上である

Ｃ　４０％以上である

Ｄ　４０％未満である

保健環境課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

国公立大学入試結果

　　　　６４人（Ｂ）

難関１０大学合格者の現役と浪人の合計59人は令和以降最
多。一昨年は47人、昨年は52人であり２年連続増加。現役
生は昨年比で８名増加した。医学科との合計64人は令和以
降最多タイであり、一昨年は50人、昨年は60人であったの
で、こちらも２年連続で増加した。難関大学を志望する生
徒の増加にあわせて、教員側の教科指導力の育成・伸長と
組織的な進学支援の取組強化が課題である。

令和７年度　学校評価（自己評価）最終評価報告

重点目標 具体的取組

２ 個性が輝く学校

・学習指導と進路指導の連携が取
れ、３年間を見通した指導体制の
もと、生徒に高い志を持たせ、一
人一人の進路実現を図る。その
際、低学年からのキャリア教育を
充実させ、学ぶ意欲や進路意識の
高揚を図る。

　
　

・「文武両道」「自主自律」の精
神のもと、学習活動のみならず部
活動や学校行事、生徒会活動の充
実を図り、豊かな人間性と社会性
を育む。

①

② 端正で品位ある服装容儀や挨拶
の大切さを理解し、規律ある学
校生活を送ることができるよう
指導する。

生徒の服装・挨拶などの生活指導が適切であると
考える保護者の割合が

後期学校評価結果

生徒の服装・挨拶などの生
活指導が適切であると考え
る保護者の割合が

　　　　９６％（Ａ）

昨年度（Ｒ６）後期から２ポイント上昇し、前期同様、Ａ
評価となった。身だしなみや挨拶、その他規範意識等につ
いて、自分事として捉え、自ら考え、積極的に行動できる
よう、引き続き指導に努めていきたい。

③ いじめが起きにくい、いじめを
許さない環境を維持するため、
すべての生徒が安心でき、充実
感をもって「みんなで何かをす
るのは楽しい」と考えながら学
校生活を送るために、教育相談
室等と連携を図る。

みんなで何かをするのは楽しいと考える生徒の割
合が

後期学校評価結果

みんなで何かをするのは楽
しいと考える生徒の割合が

　　　　９７％（Ａ）

前期及び昨年度（Ｒ６）後期と変わらず、昨年度に引き続
きＡ評価であった。生徒が安心安全に、また充実した学校
生活を送れるよう、日々注意深く観察し、いじめの兆候を
見逃さず、教職員や保護者、関係機関と連携して組織的な
対応を心掛けていきたい。

④ 挨拶運動や部活動運営委員会、
部顧問会議等を通じて、生徒の
部活動における活動規則の遵守
や挨拶の励行、部室清掃の徹底
を図る。また、自己肯定感を向
上させる取組や、学年に応じた
指導を、教職員全体で行う。

部活動が人間力の向上(学業との両立、挨拶など)
につながったと考える生徒の割合が

後期学校評価結果

部活動を通じて、自分の人
間力が向上したと考える生
徒の割合が

　　　　５９％（Ｂ）

Ｒ５年度の同時期（62.9％）Ｒ６年度（62.4％）に比べ、
５ポイント減の結果。継続して、人間力の向上に繋がるよ
う部活動指導を推進する。おおむねできたと考える生徒を
加えた割合は昨年度比２ポイント増の97％となっている。

⑤ 日々の清掃に加え、各学期ごと
に大掃除や環境美化週間を設け
て、校内美化を促進する。ま
た、教室、廊下のゴミ箱を撤去
し、ゴミの持ち帰りを推進し、
節電、節水も、環境美化ポイン
トの指標に入れる。

環境美化意識を持って行動している生徒の割合
が、

後期学校評価結果

環境美化意識を持って行動
している生徒の割合が
　
　　　　９４％（Ｂ）

評価結果は94％（昨年度比＋３ポイント）であった。
全体的に環境美化意識を持って行動している生徒の割合が
多い。
今年度は新しい取り組みを増やすのではなく、現行企画の
内容の精選を実施してきた。さらに３学期の環境美化週間
で意識の高揚を図りたい。
日ごろの清掃活動などについても引き続き意識が高まるよ
う、環境美化委員を中心に生徒主体で仕掛けていきたい。

第１学年より意欲的・主体的に
取り組む生徒の育成を図り、個
に応じた高い進路目標の設定を
支援する。キャリア教育や進路
選択に関する情報発信やしかけ
を充実させ、高い進路志望の実
現を応援する。第１志望を貫く
精神と意識の涵養を図り、進路
目標の実現に向けて、学年会・
教務課・進路指導課・ＳＳＨ推
進室が連携した効果的な指導に
より学力を養成する。

難関１０大学と国公立大学医学科を志望する生徒
数（第２学年）の合計が

第２学年進路志望調査（７
月）の結果
   難関１０大学
            １９９人
 国公立大学医学科
              １７人
  のべ数２１６人（Ａ）
    実数２０６人（Ａ）

進路情報発信の見直し、キャリア教育の充実、学年会等と
の連携強化の成果が表れている。令和５～７年度の２年生
同時期を比較すると、138人（Ｒ５）→ 167人（Ｒ６）→
216人（Ｒ７）と高い進路目標設定の生徒が年々増加した。
この高い志望の生徒たちをしっかりと支えるための教科指
導力の向上が課題である。小松高校の進路指導体制を「こ
まつメソッド2.0」へとアップデートを進めていきたい。

難関１０大学と国公立大学医学科の合格者数の合
計（現役生と過年度生の合計）が
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石川県立小松高等学校

主担当 実現状況の達成度判断基準 最終評価 分析（成果と課題）及び次年度の対応

図書室 年２回（春・秋）不読率の平均が

各教科 Ａ　５０％未満である

各学年 Ｂ　６０％未満である

Ｃ　７０％未満である

Ｄ　７０％以上である

保健体育科

各学年

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

総務課

教務課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

生徒会課

部同好会顧問

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

部・同好会活動が、各々の特性
や得意な分野を活かすなど、地
域等のボランティア活動に年間
最低１回は参加する。

校内の安全な環境を意識して、ボランティア活動
に参加した部・同好会活動の数が全体の

ボランティア活動に参加し
た部・同好会活動の割合

　　　　９４％（Ａ）

ほとんどの部・同好会が秋季を中心に、校地内外でさまざ
まなボランティア活動を実施した。校地内での清掃活動が
多いく、グラウンド使用の部活動では、マネージャーが落
ち葉集めなど普段から行う姿が見られた。効果的に外部の
ボランティアへの参加も促す方法を考えたい。

学校関係者評価委員会の評価 保護者にしても生徒にしても、本校に対する満足度が高いのは、先生方の指導の賜物と思って本当に感謝している。

⑦ 体育の授業を通じて、体力向上
の大切さを理解させ、筋力・走
力と、体力の源である持久力
アップのための取組を行う。
春（４，５月）と秋（10月）に
持久走を測定し、タイムを比較
する。

走力（持久力）の記録が、春より秋に向上した生
徒の割合が

持久走の記録を春と秋で比
較し、向上した生徒の割合
が

　　　　７２％（Ｂ）

全体では、72％の生徒の記録が向上した。
学年で見ると１年生は77％（昨年比＋３ポイント）、２年
生は76％（昨年比＋５ポイント）の向上となった。
３年生は部活動を終了するため数値があがりにくく、61％
の生徒が向上した。
また、男子と女子を比べると、今年度は男女ともに72％が
向上し、昨年度の男子74％、女子66％と比較すると、女子
が前年度より大幅に向上した。特に１年生女子が83％向上
しており、今後も運動への積極的な参加を促したい。
今後も、持久走のみならず、体力向上の大切さなどを感じ
ることが出来るよう雰囲気づくり、指導・声掛けを大切に
し、進めて行きたい。

学校関係者評価委員会の評価 学校の取り組みに対して保護者や生徒の評価は高い。今後も引き続き、取り組み内容の充実を図っていただきたい。

令和７年度　学校評価（自己評価）最終評価報告

重点目標 具体的取組

２ ⑥ 教科・学年および図書委員会と
連携し、生徒の図書室利用を促
進する。また、読書への関心を
高め、知的好奇心の喚起に努め
ることで、総貸出冊数を増加さ
せる。

アンケート結果
（３回実施）

　　　５７．１％（Ｂ）

昨年度末の57.3％に対し、数値はほぼ横ばいとなった。中
間評価（６月のアンケート結果）では、昨年度に比べて大
きく改善していたが、年間を通しての改善には至らなかっ
た。貸出冊数は昨年度と比べて微増しているが、現３年生
が本好きな生徒が多く、貸出冊数の増加に貢献しているた
め、次年度彼らが卒業した後に、より難しい状況になると
考えられる。生徒が本を読むことを身近に感じる取り組み
を考えていきたい。

学習指導と進路指導の連携を取り、３年間を見通した指導体制を整えていきたい。生徒の能力を最大限に引き出し、一人ひとりの進路実現を図って
いきたい。

３ 地域から信頼される学校

・学校公開やホームページ等を通
じて本校の教育活動を積極的に情
報発信し、保護者や地域から信頼
される「開かれた学校づくり」を
推進する。

・地域でのボランティア活動を推
進するとともに、異校種間の連携
を密にし、南加賀地区の基幹校と
しての自覚ある学校運営に努め
る。

① 主な学校行事や特色ある教育活
動等について、生徒・保護者・
地域から求められる情報を、
ホームページやＰＴＡ活動等を
通じて発信する。

学校は開かれた学校づくりに積極的に取り組んで
いると考える保護者の割合が

後期学校評価結果
学校は開かれた学校づくり
に積極的に取り組んでいる
と考える保護者の割合が

　　　　９８％（Ａ）

過去３年間のコロナの影響はほぼなくなり、保護者の学校
行事へ関心度が高くなった。ＰＴＡ主催の行事において、
参加者が昨年度を上回った。保護者のニーズに応えられる
ように、授業公開やＰＴＡ行事、地域と連携した活動な
ど、学校が積極的に開かれた場を提供していることが評価
され、評価Ａの高評価につながったと考える。

②

上記の評価結果を踏まえた今後の改善策 保護者の学校への関心が非常に高い。保護者のニーズに応えられるように、今後も授業公開やＰＴＡ行事、地域と連携した活動を行っていきたい。

上記の評価結果を踏まえた今後の改善策
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主担当 実現状況の達成度判断基準 最終評価 分析（成果と課題）及び次年度の対応

① 副校長

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

② 教頭 時間外勤務が80時間を超える教職員の割合が

Ａ　　５％未満である

Ｂ　　９％未満である

Ｃ　１３％未満である

Ｄ　１３％以上である

令和７年度　学校評価（自己評価）最終評価報告

重点目標 具体的取組

４ 教職員の働き方改善 教育的効果を考慮しつつ、行
事・業務の整理を行うととも
に、業務の平準化を進める。

学校関係者評価委員会の評価 昨年度に引き続き、教職員の校務の効率化が図られたと感じる割合が高いのは、どうしてなのか。

上記の評価結果を踏まえた今後の改善策
校務の効率化については、働き方改革を意識している教員が若い方を中心に多い。特に土曜ゼミの内容の見直しが、要因の一つにあげられる。今後
も各部署の業務をできるだけ平準化するよう見直していきたい。

行事･業務の整理･統合･精選により、校務の効率
化が図られたと考える教職員の割合が

後期学校評価結果

行事･業務の整理･統合･精
選により、校務の効率化が
図られたと考える教職員の
割合が
 
　　　　７６％ (Ａ)

前期より12ポイント増加、昨年より１ポイント減少した
が、評価はＡとなった。前期は、土曜開催のＰＴＡ総会な
どの影響で、低かったと思われる。昨年度からこの評価が
非常に高くなっており、一因としては、ＩＣＴの活用や採
点業務省力化ソフトの導入、土曜ゼミの見直し等が考えら
れる。次年度に向けては、行事・業務を再検討していきた
い。

・各自がワーク・ライフ・バラン
スやタイムマネジメントを意識し
て業務や部活動の効率化を進め、
時間外勤務時間の縮減に努める。

月２回の定時退校日、部活動の
休養日等を設定し、さらに業務
遂行の効率化を進める。

R7.12月までの勤務時間調
査

時間外勤務が80時間を超え
る教職員の割合が

　　　８．２％（Ｂ）

６月は総体前ということもあり、部活動等で時間外勤務時
間が80時間を超える教職員が多かった(10名)。また、今年
はインターハイ出場(ボート・ソフトテニス等)の部活動が
昨年より多く、７月の時間外も100時間を超える教職員がい
た。上位大会出場の可否により時間外勤務の変動はあり得
る。
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